
施策管理シートは、「施策」及び「基本事業」の成果の現状をとらえ、目標に向けてどんな動向にあるのかを分析した資料です。 

 

 

 

 

 

＜施策・基本事業　成果指標一覧＞

政策
番号

１ 政策名

施策
番号

施策名称 施策の対象 施策の意図
指標
区分

施策の成果指標 単位
平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

H30
目標値

H35
目標値

取得方
法

成果向上のために実施した事業の主な内容
（平成２６年度実施事業の内容）

担当課
担当者
職名

担当者
氏名

成
果

健康だと思う市民の割合 ％ 90.1 88.1 － 91.0 92.0
アン
ケート

－ － 健康課 課長 竹内　元康

成
果

健康寿命 歳

男
82.92
女

85.89
（Ｈ22）

－

男
83.60
女

86.11
（Ｈ24）

男
83.72
女

86.69

男
84.22
女

87.19

業務取
得

○

平成22年に比べ、平成24年の健康寿命は、男性0.68歳、女性0.22歳延びた。高齢者人口の増加
割合に比べ、要介護認定結果が「要介護2以上」の割合の伸びが少なかったことが影響している
と思われる。また、隣接する市も含め、総合病院が3か所、市内診療所が50か所以上と地域医
療施設が整っており、健康診査や病気の際の診療の受け易さも疾病の早期発見・早期治療に役
立っていると思われる。

健康課 課長 竹内　元康

基本
事業
番号

基本事業名称
基本事業の

対象
基本事業の意図

指標
区分

基本事業成果指標 単位
平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

H30
目標値

H35
目標値

取得方
法

成果向上のために実施した事業の主な内容
（平成２６年度実施事業の内容）

担当課
担当者
職名

担当者
氏名

成
果

健康づくり教室･元気まる測定へ
の参加者数

人 3,563 4,285 3,661 5,000 5,500
業務取
得

△
平成25年度は、新事業「あたまの元気まる」を開始したことにより、参加者が急増したが、平成26
年度は一部の事業で参加者が減少したこと、事業を整理したこと等により、624人減少した。今
後は、「あたまの元気まる」の出張測定をするなどして、参加者を増やしていきたい。

健康課 係長 加藤　ひとみ

成
果

健康増進に取り組む平均実
践項目数（全7項目中）

項目 2.71 － - 3.00 3.50
アン
ケート

－ - 健康課 係長 加藤　ひとみ

活
動

健康相談対応率
（参考：相談件数）

％
（件）

100
(9,464)

100
(8,981)

100
(8,659)

100
（9,500）

100
（9,500）

業務取
得

○

保健師、栄養士等の専門職を配置し、電話や面接による相談への対応ができる体制を整えてお
り、相談対応率は100％を維持している。相談件数は若干減少傾向にある。こどもの発達セン
ターや障がい者基幹相談センター等の専門相談窓口の充実やインターネットの普及等により、さ
まざまな媒体から情報が得られるようになったことも影響しているのではないかと思われる。

健康課 係長 加藤　ひとみ

成
果

保健事業への参加者数 人 14,947 15,214 14,321 16,600 16,800
業務取
得

△
平成26年度は、公募のよる集団健診の受診者、母子健康手帳交付及び出生数の低下により乳
幼児及びその保護者を対象とした保健事業への参加者の減少があり、総参加者数が減少した。

健康課 係長 加藤　ひとみ

主管課 健康課

みんなで支えあう健康のまちづくり 関係課 秘書課(健康都市推進室)、福祉課、長寿課、こども課、保険医療課、文化スポーツ課

計画どおりに成果が上がっているか
（平成２６年度現状値の分析）

1-1 健康づくりの推進 市民
みんなが健康で元気に
生活している

計画どおりに成果が上がっているか
（平成２６年度現状値の分析）

01
健康増進事業の
推進

市民、ボラン
ティア

健康増進事業の推進に
より、市民の健康増進に
関する意識が高まり、健
康づくりに取り組む市民
が増えている

02
健康相談･保健指
導の充実

市民

健康相談や保健指導な
どの充実により、健康に
関する相談や指導が気
軽に受けられる

「施策」や「基本事業」の名称です。 

施策は全部で３６、基本事業は全部で１３５あります。 

「施策」や「基本事業」の目指す将来の姿を示しています。 

たとえば、施策１－１「健康づくりの推進」とは、「みんなが健康で元気に生活している」ことを目指すものです。 

「施策」や「基本事業」の目指す姿の達成度を示す指

標（モノサシ）です。 

たとえば、「みんなが健康で元気に暮らしている」とい

った施策の意図をどれだけ達成できたかを見極めるた

めに、「健康だと思う市民」の割合を市民へのアンケー

トにより取得します。 

目標を立てるうえで、

原則的に平成 24年度

に取得した数値を基

準としています。 

平成 26年度においては、原則として平成 25年度の数

値をもとに成果状況の分析を行いました。 

第五次総合計画（期間：平成 26～35 年度）の中間年

次にあたる平成 30年度と、最終年次の平成 35年度の

目標値を掲げています。 

「施策」又は「基本事業」の成果指標ごとに、

担当者（主管課又は関係課）を記載し、評価内

容を記載しています。 

原則として平成 24 年度に取得した現状値を踏

まえ、主に前回取得した数値と比較するなどの

分析を行っています。 
＜評価区分＞ 

「○」・・・目標達成済み 又は 順調 

「△」・・・遅延気味 又は 一部問題あり 

「×」・・・不調 

「－」・・・目標値を設定しないものなど 

各指標の数値の取得方法を記載しています。 
 アンケート：2年に 1度実施する市民 3,000人を対象にした 

アンケートにより数値を把握します。 

 業務取得：業務データにより数値を把握します。 

 課独自調査：担当課独自の調査により数値を把握します。 

  

「主管課」 
この施策を中心となって進める課等であり、施策の主管課長がこのシート

の作成、取りまとめを行っています。 

「関係課」 
施策の主管課以外で、この施策に関連する事務事業を担当する課等を記載

しています。 

将来の都市像「みんなで支えあう 緑と元気

あふれる 住みよいまち 尾張旭」を実現す

るための８つの柱＝「政策」の名称です。 

施策管理シート（施策・基本事業評価表）の見方 

「施策」や「基本事業」の対象を示しています。 

たとえば、施策１－１「健康づくりの推進」は、市民に対して行う施策という意味です。 


